
リモコン式放水砲の研究試作

i主陥十~:作式強力放水銑については昨年 9 月号事 1 号 機

を試作し， }W報第 2号で紹介したと おりであるが， そ

の後さらに i~I:.能，機構号事に改良研究を加えた第 2LJ機

を試作することができたのでその概安を報告する。

l 改良事項について

1. 放水性能をが~2 f六に用大 した。

ノズル 口径50.8mm，ノズノレ圧力15kgfcm2におし、て緑

大放水稲 6，500tfmin まで可能とLた。

但し， このと きの般水仰角47
0

j:.lJ'.。

2. 力日司UIIタンタの?半必:をJN大した。

放水性能の増大に伴って放水H司の安定性をli'd保する

ため， 1 ffilのタ ンタ特i託を100t'とし， 2 fIQlで2∞kgに

j筒大した。

3 力u:¥f!:問タγクに充水自動停止装債を採用した。

放水準備傑作の簡易迅速を図るため，充水完了時に

充水コ ックが自動的に防止し，充水を停JIーする装慢を

設けた。

4. 補助枠展開jI寺に ~I-:枠に同定する方法を簡易化し

た。

5 放水開始のコックレパー操作を遠隔f:V:作によ って

開始できるよ うにした。

6. ホースの結合が容易にで きる よう，放水砲本体に

三口集水器を装置した。

7. 放水流の鉱散防止と長射程を得るため，管そう内

部に事主流板を設けた。

8 管そう取1'H部に互換制ーをもたせ，大量泡沫発生ノ

ズノレも取付け られるようにした。

9 噴霧ノズルおよび水幕ノ ズノレを附属 L，必要に応

じて交換できる機構にした。

10 当該放水砲をホースカーと同一車輸の台車に積載

し，ポンプ.車にE阿武運用できる形式にした。

11.大型化に伴って重量:が増加するので，装慌の一部

にアノレ4ニューム合会!を使用し，搬送時重最の軽減を

図った。
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2. 構造概要

この リモコンぷ放水砲のヨたる部分は，J/o)¥.砲本体

遠隔操作するためのコントローノレパルプとホースリー

)Lを含む，版作台およびこれを積載して搬送するため

の台車なとの 3つの部分に大5.lljでき る。

細部については第1号機と類似している点が多いの

で，今同は主な改良事引のみについて述べるニとにす

る。

I 放水ボーJl.-コ ックの開放機構について

放水~fjkfì を自動化する機構として ， 政水 ~g ーノL コッ

クには閉止時にコッ クレバー を固定するた め の 止金

具，放水開始H寺に開放するためのスプリングが附属 し

管そう部の仰角を最高位置にすれば止金具がはずれ，

スプリングlの作用によってコ ックが聞き放水をIJfJ始す

る機構となっている。

2. 加盟E用タンクについて

加重用タンクは密閉型とし，上面をチャッ クによる

開閉方式とした。さらにチャック部からの漏水を防止

するため二重張りにしてあり .この二重張り部はホ ッ

クにより着j悦容易である。

各11ングのポーノレコァクに商する部分の中央には屈

折式支柱があって，両タ ンク支柱の頂部は互いにチ ェ

ーンで結ばれてタソクのハランスを保つようになって

いる。

3. 充水自動停止装置について

加重用タンクに充水する導水管の途中には充水コッ

クがあって，このコックは加重用タンクの上端とワイ

ヤーロー プで連結され，タンクが満水になるにしたが

って充水コックは自動的に閉止し.充水を停止する機

構になっている。

4 台車について

台車はポンプ車に積載するホースカーを改造したも

ので，放水砲と操作台を積載し， 2本のピ ンで固定で

きる

台車の前部左右には，各種ノズルおよびスバナ等の
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付属品が積載できるよう になっ-Cl、る。

2. 

3. 試作放水砲の諸元

放水砲

(1)全 長 1， 670mm 

(2) 全 幅(放水I時〕 1，570mm 

(3) 全 幅(折りたたみ時〉 680mm 

(4) 全 高( 770mm 

(5) 全重量 (乾燥時〕 1:~8kg 

(6) 旋回角度 60).!'t 

(7) ふ仰角度 ふ角 0)変， {rn角70)変

(8) 送水管内径 75mmφ 

(9) 送水ボールコック 内径 65mmφ 

側 耐 圧力 20kg/e1l12 

操作台

(1) 全 長 340mm 

(2) 全 幅 520lllm 

(3) 全 高 660mm 

(4) 全重量 (ホー スリールおよびホースを含む〉

44kg 

(5) 耐 圧力 20kg/C1I12 

3 リモートホース

0)全長 30m 

18mm 

20kg/CIU2 

ゴムキャンハス入

(2) 111 径

(3) 耐 圧力

(4)材 質

(5) 本数

4 ホースリール

(1)全 幅

(2) リール外径

(3) 胴外 径

5. 加軍用水タンク

(1) 容 量 01闘につき〉

3本

340mm 

3250101 

210mm 

10011 

(2) 寸 度

(3) 材質

(4) 個 数

430 x 540 X 445Hmm 

綿帆布外国アルミックス加工

2個

6.台車

ホースカー改造型，自在補助車輪付三輪式

重量 88kg 

7 付属品

(1) ノズル ス トレート ノズル 3i陸1
(38.1， 44.4， 50.8mm) 

噴霧ノズル I個

水幕ノズル 1 • 
泡t未発生ノズル

1 • 
(2) スパナ 65mmホース用 1 N 

泡抹発生ノズノレ用 1n 
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4. 実験結果

:作敏性能実験の結果はっき・のとおりである。

1. 加重用水タンクの充水試験

ポンプ圧力 7kg/cm2で送水し，充水 コックを聞いて

からタンク 内に満水するまで90秒を裂し，光水コック

自動閉止装置が有効に働くことが認められた。

2. 遠隔操作(起伏旋回〕試験

操作台の指示圧力が 7.5，10目 5kg/cm2になるように

送水し， r起Jの場合，管-その部の仰向が 01主の位置

でリモコンレパー を操作し，仰向700

に到達するま での

時間を測定した。以下「伏Jr左歩布Jr右→友Jに

ついても |司じ主主'簡で測定した。

その結果は第 1表のとお りである。

(水ヰとから〉

伏

(701!tから〉

7o I 二|2乙千

川1;::[寸
政 1"1

(たから:(う

旋 1"1

(右ーから左〉

60 

3 放水開始操作試験

巴J 11 

操作れ指示圧力10kg/cm2で操作ーを行ない，"、かなる

旋回角度において仰角を最高位霞 (70f!t)にすれば，

放水コッ グは自動的に開放し，放Jj(できることが認め

られた。

4. 放水皮力対応試験

放水砲をコンクリート上に設置し， これにポンプー車

2合で4口送水した。試験の条件は管そうの仰角を 0

度および25度，ノズノレ口径を38.1，44.4， 50.8mmの3

~とし ， ポ γ プf[力を除 h に上げて放水砲本体が後退

しはじめるときのノズノレ圧力と後退しはじめてから10

秒間に移動した距離を測定した。

その結果は第 2表のとおりである。

5 放水射程測定紋験

仰角25皮と一定に して，前項の試験で得た安全限界

最高圧力における放水射棋を測定した。なお， 送水能

力の関係で最高圧力を得られない場合もあった。

また，噴霧ノズルは15kg/CIl12，水幕ノズルは10kg/cm2



で行なった。

その結果は第3表のと おりである。

第2表 放水反力対応試験結果

反動力|放水砲 |摩傑
ck~5J I移動距離 |係数

| (mm) 

0.61 

0.68 

01 o 1 9.8 1 2.970 213 

3.110 239 

25 I右 30I 14.2 I 3.580 309 

85137刊
44.4 8.5 I 3.750 250 

o I右 30I 6.01ω01 

O. 72 

第3表 放水射程測定試験結果

射程および状況
(m) 
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5. 考察

1 加重用タンクの充水について

完全充水〈満水〉までの所要n;'f 7tは90 ~少であったが

60秒で80%以上充水され，以後充水コックが除々に閉

りながら90秒で 1∞%になったも ので，遼朋上は60秒

程度と考えてさしっかえないと思われる。

2. 起伏旋回操作について

起および旋回操作は送水圧力が高ければ高いほど速

やかに行なえるが，伏の場合は管そう部重量の関係で

送水圧力に関係なくほぼ一定であることがわかった。

また，旋回「左→布」と 「右→左」とを比較した場

合「右→左」旋回動作が若干速い傾向にあるが，これ

は機構上の特性によるものである。

3. 放水開始操作について

実験の結果操作台指示圧力最高10kgfcm2まで開放が

可能であった。

なお，放水コックレパーをヲ|し、ているスプリングの

調整により 10kgfcm2以上の高圧時にも開放できるよう

にすることは可能であるが，必要以上の高圧で放水開

始操作を行なうと，その瞬間衝撃的な放水反力が働い

A
U
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'
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m

d

kgfcm2を最高限界としたものであ

る。

4 放水反力と安定度について

実験結果を基礎にして作成した

「リモコソ式放水砲の安全限界実」

に示すとおり水平放水の場合放水

反力210kg. 仰角25度の場合300kg

45度の場合 520kgまでは安定であ

る。

この場合の放水量は， ノズル口

径50.8mmを使って水平では 4.000

tfmin.仰角25度で 4.700tfmin. 

45J支では6.100lfminである。

5 放水安全限界について

このように大型の放水協具は大

容量の政水に伴う強大な放水反力

を受けるため，放水中にひとたび

安定を失なえば重大な事故をも起

しかねない危険性を持っており ，

この放水砲固有の安全限界を確実

には援する必要がある。

それを数式で求めると つぎのよ

うになる。

第 1図 放水反力分解図

R.v 

s 放水仰角

R :;放水反力
Rh:放水反カの水平分力

Rv 放水反力の垂直分力

w 放水砲全体の重量

f 路面との摩擦係数

放水反力 R=0.015D2・P…一………・・(1)

師との摩擦鰍 f=τ芽wー ロ)
(1)式において D.. ・・ノズノレ口径 (mm)

P…・・ノズノレ圧力 (kgfcm2)

(2)式においてはRh放水砲本体を動かす作用で，

て非常な危険が伴うので一つの安全装燈として 10 (Rv+W)xfは固定する作用である。

(48) 



はつぎのとおりである。

|…体 側
加重タンク の水 ー……….....200kg

放水砲内の水一・・・・・ ー......12kg 

以上の:I!I¥論と実験結果から作成しfこの方;rリモコン

式飲水砲の安全版界表」である。

したがって

Rh&(Rv+W)f...…… … υ ……・・・・ ・ー(3)

のとき放水安全限界範闘である。

今凶の実験結果からコンクリート路面上における摩

擦係数は0.61~0. 72となり安全度を考慮して 0.6をと

った。

また，放水砲全.体の重量は 350kgであり .その内訳

M
U
 

b
け
し

ぇ

争

〈も

や

や

.、

ヘ

U.'O臣J

，-

、k

リモコン式放水胞の放水安全限界表

十、

F=r~~関同;応 古学 、、 ~ A 4n， 。K7ハ「ア
π ャ&tt:tア

日戸手ヰァ主Iト三 一 斗 歩日三二" ・6品凶プ実「
.‘Zq ζ s I7N  .. /~ そill"7CYS7て六

-tF主 J 骨‘岬 「τ、 ， 
仁ヰ ーて1:1 ;1¥ ! ~.G用. _-車 子支

.~，ートi ・E 院 長‘' ‘"ーー Y / 守、@ 、喝 ヤI で穴 戸~hr'i::Uψー !入 Eァト q

Z 内 抑 #一、J¥I，>{Jt(fiM>tて
:m= '~1 & 1¥ 1 '?!←..'4 J¥z1X で

.恥，叶 1¥ 1てーV.-に フて初当主企 斗 ν 文そ
，1 ¥l AI¥)¥J/ 、¥¥/ 

.1'v6ifJ0O'抑〉、 h;ゐ |λ:2f)kf\{1( ‘~て
ヨ事訴穐 私 、ミFて

よ 三塁 / 込て

.‘ 
主・.I AYxl/YV<1 守 IつK

+1.< 4ホ・

ーーーーーーーー
ョ1.. -4/.' 

ノズルロ 唾'‘、'". u... 

‘' 

第2図

'0 ....・
放本仰 向〈畠Jーーーー+

《句3
刷 叩

日
時

間

抑

制

柑

A
l
l
i
--
司
何
君
、
丘
陵
↑

8
1
k

h
l
l
'
l
l
hI
牛
時

4
t
軒

高
出

H
N
E

?
P4V#
幽軍
経
時
。-
4

・
史

u

、

'p
ahmvh
T
1
a

‘
H

樹立
正
"
旨

ゃ
ん
市
句
嗣

e
q
£
叫

-Rd

" 

"・

でノズノレ圧力の最高限界までにいたらなかったので最

大射程70mにとどまったが，さらに送水能力を培大し

た場合はこれより来干延びることも期待できる。

この放水砲は，第 1号機 「遠隔操作式強力放水銃」

の不備な点を改良 し.1J日重用水タンクの充水操作ある

いは放水コックの開放操作等を完全リモコン方式に改

め.1lf~ 2号機と して試作 したものであり ，以上の実験

結果から充分にその性能を発締し，今後の実用段階に

おいても大きな効果を挙げうるものと期待されるがさ

らに運用上の安全性を高めるため，放水安全限界以上

の放水反力を生じたとき，自動的に放水量を制限して

放水反カを安全限界以下にさせる装置の研究を行なう

など.よりよい装置とするため研究を続けたいと思う

次第である。
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むすぴ6. 

この表は右側にノズル口径とノズノレ圧力および放水

171:のI掬係を示した似IJにそれに対応する放水反力，放

水仰角，放水反力の水平分力および間定力を示したも

のである。

まず右制IJの表からノズノレ口径とノズノレ圧力のうど点を

求めるとそのときの放水島を知ることができる。

つぎにモの交点をそのまま左側に移行するとそのと

きの放水反力が求められ，さ らにそのときの放水仰角

とのろと点が安全限界線の左右どちら側にあるかによっ

て安定放水の可否が半IJるものである。

この安全限界線は放水反力の水平分力と悶定力の同

数値の交点，すなわち

Rh=(Rv+W)・f

の点を結んだものである。

6 放水射程について

実験の結果ノズノレ口径44.4mmの場合に最大放水射程

77mを記録した。また50.8棚の場合は送水能力の関係
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